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【平成 29年度香川高等専門学校外部評価委員会 委員発言要旨】 

 

○委員  昨年のロボコン大会、全国優勝おめでとうございます。見事全国優勝というこ

とで、卒業生としてこれほど心強いことはなかったです。 

全国ネットで放映される、それも相当長時間ということで、ああいう場は大事なので、今

後とも非常に力を入れていただきたいところだと思います。今年度の大会でも四国地区で

優勝して全国に出られると先ほどご報告をいただきましたけれど、聞くところでは、そこ

の準決勝は香川高専の高松キャンパスから二つ、それから詫間キャンパスから二つですか、

合計四つのチームが四国地区大会の準決勝に全部出てきたようで、どれが勝っても必ず全

国へ行けるという、そんな勝ちレースみたいなのが楽しくて仕方がないんですけど、まず

は全国切符を手に入れたということで、活躍を期待いたしております。 

ロボコンというのは、メカトロニクスの一番分かりやすい、取り組みだと思います。全国

的にＰＲするいい機会だと思いますので、これからもどんどんやってください。 

それから、ドローンですね、これも日本のメーカーを含めて世界中で開発にしのぎを削っ

ていますが、残念ながら完璧に私の感覚では中国に負けているということで、この傾向は

今後も続くと思います。一極集中で国策で予算付けたほうが強いんかなというふうに思い

まして、本来なら教育とかは、いろいろ多様な人材を育てるのがいいんでしょうけれども、

結果的に競争に負けてしまっては先が見えませんので、高専のこれからの教育ですね、高

専だけでなく全国的な、日本の文科省の取り組みの方針自身に一つの方向づけを見せられ

ているような気がします。 

今まで一クラス単位、40 人単位ぐらいで授業をしていたものを、学年単位、百何十人ぐら

いですか、そういう合同授業を取り組んで、簡単に言えば先生方の省力化を図っていると

いうことをお聞きしたんですけど、その結果成果はどうなっているのですか。 

それと、インターンシップで単に会社の仕事だけを、覚えてくるんじゃなく、いわゆる問

題解決型ですね。そういうインターンシップに今後は取り組む予定はあるのですか。ちょっ

と今の高専のインターンシップのやり方は、工業高校とあまりやり方が変わらないんじゃ

ないかと思っておりますので、その辺についてお聞きしたいと思います。 

○岡野教務主事 多人数講義についての取り組みと、現在での成果とか課題を報告させて

もらいます。ちょうど３年前から理科の物理と化学、それから英語の一部、社会の一部に

ついて、これまで 40 人１クラスで実施していた授業を、２クラス、あるいは４クラスの合
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同授業を始めました。実は私自身化学が担当で４クラス一緒に講義してるんですけども、

結論としましては、上の子はさらに伸び、下の子はフォローをしなければさらに下がると

いうような状況が、見受けられました。 

ただ、多人数講義をすると授業負担が単純に４分の１になりますから、時間割上で補修の

時間を組み込んで、下のほうのフォローを積極的にしている関係で、下のほうはどうにか

落ち込みを防げている。１クラスずつの講義から比べて、そんなに落ちてはないと。一方

上のほうは多分できる子っていうのは、大学もそうだと思うんですけども課題を与えて、

自ら学ぶような方向に仕向けてやれば非常に伸びてくれてます。 

実際全国の到達度試験のようなものがあるんですけども、化学については四国地区の５高

専で同じ問題で実力試験みたいなことをしてるんですけども、高松キャンパスで４クラス

一緒に教えた子だけに 100 点が４人いて、他の高専では最高点が 92 点ぐらいでしたので、

本当に上のほうは非常に伸びました。実はさらに上の子も伸ばしたいということもありま

して、上のほうに対しても課題で補習をしたくていろいろ提案したんですけど、なかなか

補習で伸ばすというのは今試行錯誤状態です。全体を通して教員の授業負担が減って、研

究活動その他に充てる時間が増えたという点で、現状うまくいってるのかと思ってます。 

○木原副校長  インターンシップについて、ご指摘の通りであると思います。まず現状

では、４年生がほぼ 85 から 90 パーセントの学生が国内のインターンシップに行っており

ます。期間は２週間前後でございます。海外のインターンシップは 27 年度が３名、29年度

が１名と非常に少数です。これは受け入れが少ないという理由がございます。 

ご指摘の問題解決型インターンシップについて、全く私もその通りだと思います。これは、

今の２週間ではなくて数カ月単位のインターンシップが必要であります。今現在私どもの

カリキュラムの方針としましては、前期・後期からクォーター制にするという移行期でし

て、それが完成すれば、第４クォーターのときに、ある学生はインターンシップへ長期で

行くことができる、あるいは別な学生はもう少し興味ある別の科目を受ける、といったシ

ステムに変えることで、数カ月のインターンシップ期間を工面できると考えています。 

○委員  補習で上のほうの人が逆に伸びたというのは、どういう理由なんでしょう？ 

○岡野教務主事  上のほうの補習も企画したんですけど、実は上のほうの補習は企画倒

れで、あまり集まってません。今の課題ですけど、上のほうが伸びたのは、おそらく今ま

で 40人１クラスの授業の場合、やっぱりみんな分かってもらわないと授業が面白くないの

で、真ん中辺、あるいは中の上レベルを対象にした授業を実施してると思います。 
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多人数でやった場合、できる子は本当に今まで以上に演習の時間とかが増えた形になり、

できない子、積極的に取り組まない子にとっては正味の授業時間が減っているので、多分

補習しないと落ちるんですけども、上が伸びたのは本当に勉強する時間を与えたからかな

とは思ってます。 

○委員  私自身も、変わって欲しいというような方向に動いてるっていうような受け止

め方をしてますので、是非積極的に進めていただきたいと思います。 

今後の課題は生産性をいかに上げるかだと思うんです。大手企業にしてもそうですし、全

ての目的は生産性をいかに上げる事かと。人口減少という問題に対して、生産性をいかに

上げてくかは大きな課題でなかろうかと思うわけです。 

従いまして、その辺の理解を学生たちにも十分認識さすと。そして、生産性を上げるため

に、要するに新しい産業を作るとか、イノベーションやるとか、いろいろ言われてますけ

ど、その辺の全体の意味をまずしっかり理解させておくことが、全部つながってくるかと

思います。われわれ、企業の立場にしましても、いかに生産性を上げるかに取り組んでお

りまして、是非そのあたりでお互いベクトルを合わせていければ産学連携のほうも話がう

まく進んでいくのかと思います。 

○八尾校長  今、生産性の向上というお話が出てまいりまして、ちょっと私の個人的な

考えでございますが、どうも日本では、方向性が決まったときは非常にそこに集中して、

上げていくことができると。そこは非常に得意だと思うんですが、方向性が定まらないと

きに、迷ってるままになってるとか。あるいは方向を見誤るとかを思うところもございま

す。その意味でも、技術というものを、戦術として知るという事も重要でございます。 

もう一つは、技術を文化として見る、そういうことを意識するというのは、なかなか学生

には難しいことだと思うんですけど、リベラル・アーツ等に関しまして、いろんな人生を

知る、いろんな社会を知るということがまた技術の多様性にも役立つんではないかと。そ

れは、学校の教育だけでは済まないこととも思いますが、高学年でリベラル・アーツを教

えるということは、実は卒業してからも興味を持ち続けられるものをそのときに身に付け

ることにも役に立つのではないかということも希望しながら作っている仕組みです。 

○委員 これからの人材としては、チャレンジングな意欲、そういうものが非常に求めら

れているのでないかと思っております。こういうチャレンジしていこうというマインドを、

教育するにあたって、そういうマインドを、会社に入る前から培っていけるような教育を

していただけると、将来役立つような気がします。 
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○八尾校長  チャレンジ精神を養うということは、これはもう本当に今の若い人に必要

なことだと思っております。この教育でございますが、専門選択科目とポンチ絵にござい

ますが、ソフトとか環境エネルギー、ロボティクスと記載しております。これは実は学生

が自分で選んで、自分で授業を選択して一つの自分の時間割を作るという事で、このプロ

グラムに参加することにしております。全員が参加するわけではなく、やりたいという意

欲のある学生が、その意欲を生かせるように工夫しているところでございます。 

○岡野教務主事  ポンチ絵を、平成 29 年の“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブ採択事

業というポンチ絵で説明させてもらいます。全体のカリキュラムのイメージが載っている

ものです。右上のほうに専門選択科目（学修単位）、その下にソフト特化教育プログラム等、

三つのプログラムが用意されていますが、これは例えば、従来、与えられたままに科目も

履修して卒業していたのが現状だと思うんですけども、今後は自分の目的、あるいは社会

のニーズに応じて、積極的にチャレンジフルな学生であれば、他学科の選択科目も自主的

に受講し、ソフトやロボティクス、環境エネルギーの技術を俗に言うセカンドメジャーの

ような形で、修得できるようにします。これマストではなくて、あくまでチャレンジフル

な学生が、失敗してもいいのでチャレンジできるような支援をしていきたいと思います。 

○委員  高専の入試倍率が最近下がっているということですけど、これは中学校現場の

実感からしますと、香川高専への希望者は堅実におりまして、非常にしっかりした子ども

たちが、一定割合で希望しているというふうに感じています。ただ、中学校３年生の生徒

数が減少していることによって、絶対数は減ってきていると思われます。今後ますます生

徒数が減っていくことを考えれば、高専の魅力を高めたり、あるいはアピールしていくこ

とがより必要になっていくと思われます。 

そういう点で、採択された事業について、子どもたちにもアピールする素晴らしい内容で

はないかと思っております。このカリキュラムは、現在在学している生徒がいるなか、新

しいカリキュラムを実施する生徒っていうのは、移行はどのように行われていくのですか。 

○八尾校長  このカリキュラムの実施につきまして、高専の魅力を喧伝できますように

最大限努力していきます。これは年次進行でございまして、実は５年までいくのには最短

で５年かかるという事業でございます。新しく入ってきた入学生から実施していくと。た

だ、数学等の教え方につきましては、同じ内容であっても単元ごとに集中して教えるのか、

あるいはその単元を分散して教えるのかということは、今の制度でも選択できますので、

今在学中の学生に対しても、今の制度の中で取り入れられる工夫はしていくと。ただ、制
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度としては新入生から順番に進めていくので、ちょっと時間がかかります。 

○委員  高専の学生さんのような優秀な人材は、できるだけ多く地域に就職していただ

きたい、地域で活躍いただきたい、という気持ちがあるのですが、どうしても大手会社志

向もあるかと思います。最近の卒業生の就職状況や、県内就職の状況を教えてください。 

○木原副校長  就職者のうち約３割が県内でございます。残りが県外になっております。

県外のうち、最も多いのが関西圏になります。関東方面ですと、千葉の石油コンビナート

といったあたりが最も多いです。あと中部地方、関西、岡山の水島コンビナートあたりが

学生の就職先といったところです。確かに大手にこだわる学生もいますが、職種、どういっ

た仕事に携わるかということで、決めているのが現状です。 

○委員 なかなか県内企業への就職は、多くはなさそうですね。県内にも非常に素晴らし

い企業が多数あるので、その辺のＰＲ等はこちらも足らないところもあるので、われわれ

としても、少しでも協力していきたいと思います。 

○八尾校長  県内就職という件に関しましては、われわれも常に強く意識しています。

強制はできませんが、常に機会を捉えまして、県内の企業さんへの就職は、強く意識して

やっているところでございます。 

○議長  香川大学も同じで、10％の県内就職率アップを目標としていますが、苦労して

います。 

○委員 ２年連続入試倍率が、右肩下がりと、それだけ聞くと非常に由々しきことかなと

いうふうに思っておったんですけど、引き続き来年も再来年も 0.1 ずつ落ちていくとする

と、誰でも入れる高専になりますか。それはまずいと思いますし、一定のレベルが維持さ

れてこそ企業側とかそういうところへの信頼感につながっていくんだろうと思いますから、

その部分については意識した取り組みをお願いしたいと思うと同時に、資料を見ておると

全体 1,500 人中女性が 12～13％かというところですが、企業にあっても、女性のウエイト

が高まると組織が活性化されますし、入試倍率に女性の応募が増えることによって歯止め

がかかるとか。あるいは、また 1.5 に近づくこともあるかと思いまして、女子中学生にア

ピールするような取り組みを是非お願いしたいと思います。 

○内田教務主事  工学系というのは非常にジェンダー比というものが、男性に偏ってい

ます。そういう中で、全国の高専の中でも、特に詫間キャンパスのほうは、女子の比率は

それでも高いほうであります。 

ただ、女子の比率は現状維持か微増ということで、特効薬がなかなかございません。山陰
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の高専では、土木系女子バブルというのが、ちょっと昨年度起こってはいるようですが、

それも一時的なものであるかなというふうに思います。産業界のほうでも、非常に女性の

技術者獲得に力を入れられているのは、人事の方との話でも、肌身に感じます。 

本校といたしましては、女子学生の獲得に対しまして、女子向けのパンフレット、ホーム

ページのほうでもアピールするような広報活動を行っております。それから私も数十校の

中学校へ教務主事、教務スタッフとともに、今ちょうど 10 月がピークではございますが、

高校説明会ということで、中学校３年生とその保護者に体育館へ参集していただいて、学

校を紹介するというような時間をいただいてます。 

去年に比べましても、高専を招いてくれる中学校が増えてまいりました。女子学生たちを

スライドや写真を使ってアピールしながら、女子もこれだけいるんだということ、活躍し

ていることを折に触れて発信しております。それから、女子会を、立ちあげまして、女子

たちの活動ＰＲを非常に地道に行っているところです。 

そして、女子は少人数でもつながりを重視しますので、他高専の女子とネットワークを構

築する注目すべき活動を行っております。 

その女子たちの姿を見せることがやはり、また入ってくる中学生たちへの安心感にもなっ

てると思います。体験入学や、オープンキャンパスでは女子の相談コーナーというものを

設置しています。そして、女子学生たちが、保護者や中学生たちに自らの経験を語りなが

ら高専の魅力を非常にアピールしてくれております。 

女子が増えると、男子も生き生きと活力が出てきているのではないかなと思います。 

○議長  実は同じ悩みは香川大学工学部もかかえております。どんな対策をやってるか

と言うと、一つは、建築を表に出してみると。そうすると女性が来るかなと。それから、

今度、創造工学部に、造形メディアデザインというコースを作りました。少しでも女性に

向いてもらおうと、懸命の努力はしておるんですけど、結果がどうなるかです。 

○岡野教務主事  先ほどの 4.0 の、ポンチ絵の右下の第４期中期計画に向けての、展開

というとこをご覧いただければと思うんですけど。チェック体制のもう一つ前のほうの絵

が、わかりやすいと思います。4.0 で構築しました新カリキュラム、今の中学２年生から適

応することになりますが、複合教育プログラムについて、本校、現段階、材料化学系があ

りませんので、化学系がないとどうしても複合プログラムというのが限られてきますので、

広い分野の複合技術に対応するという意味と、もう一つは今出ました女子学生が志願しや

すいような学科構成にするということで、今の中学校２年生の段階、新カリキュラムにな
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る段階で材料化学系を新設するということで、機構本部のほうと折衝してる状況です。 

○委員  就職先について、先ほど県内３割、県外が７割というご説明でしたが、この比

率の推移は、どうなってるんでしょうか。県内が増えてるのか減ってるのかというのを、

教えていただきたい。それと、何が一番効果的な取り組みとお考えになってるかと併せて、

学校としての取り組みだけじゃなくて、産業界とか企業がどのような取り組みを、やった

らいいとか。こんなとこが少し足りないというようなことも、教えてください。 

○木原副校長  まず約３割の推移ですけれども、過去５年間ほぼ同じ状態が続いており

ます。増えることもなければ減ることもないと。いわゆるその年の誤差の範囲で推移して

いるというのが現状です。次に、二番目のご質問のところの、どれが効果的かと、それは

なかなかこれだというのはお答えしづらいんですけれども、教員が地場産業の各社、企業

との付き合いを、広くつながりを持つということが、私は最も大事だと考えております。

その中で、例えば、産業技術振興会の会員企業様に、教員対象の企業見学会などもやって

いただいておりますので、やはり企業との、個人的なつながりが大事だと私は考えており

ます。 

○議長  同じ悩みをかかえているという事、いろいろな報告を聞いて実感しました。特

に、方向性が決まればできるんだけど、そこらへんを決めるっていう力がなかなか出てこ

ないというところは、われわれも同じ認識でおります。香川大学の創造工学部は、そのた

めにデザイン思考とリスクマネジメント、を新しい工学の教育に入れていこうということ

で、創造工学部を新年度の４月１日からスタートさせます。 

何を創造するかと言うと、従来の産業、それから安全だけでなくて、そこに文化を入れま

す。文化レベル、文化も技術まで咀嚼しないとなかなかものづくりも定着しないのではな

いかとも考えております。理工系大学との共同教育課程の設置ということで、リベラル・

アーツを高学年でということですけど、大学で言うと１～２年生っていうのは、まさに大

学でリベラル・アーツをやってる学年ですので、今後また連携しながらできるのかなとい

うことを感じました。 


